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天児慧先生と AHC研究所
相互誤解の減少と相互理解の深化を掲げ，第二に相互協力・支援メカニズムを行う上で，体系的，効
率的協力・扶助の推進を訴え，第三にアイデンティティ醸成メカニズムを行う上で，歴史的・未来創
造の共有，アジア意識の創造に関するプログラムを設置することを宣言した。
天児教授の士気が高揚する上記問題提起は，2009年 2月に開催された「非伝統的安全保障国際ワー
クショップ」に先立って発表されたものであった。天児教授も当然ながら壮大な構想の実現の困難さ
を認識した上で「継続は力なり。小さな第一歩でも力を合わせ継続していけば大きな夢を自分たちに
近づけることはできる」と述べている。
この一文に天児教授の AHC設立の強い思いを感じる。誰がなんと言おうとも天児教授は「熱血
漢」である。正しいと信じることをやり遂げる信念の人でもある。私がそれを強く感じた一つの思い
出を紹介しよう。2005年 9月に「アチェ和平市民会議」を早稲田大学の国際会議場で開催した。イ
ンドネシアのアチェでは 1975年以来，インドネシア軍と自由アチェ運動（GAM）との断続的な戦
闘によって，一般人を含む 1万 5千人を越える犠牲者を出していた。
インドネシア軍のベールに包まれていたアチェ地域であったが，2004年 12月未曾有の大地震であ
るスマトラ沖大地震・大津波が当地域を襲ったのだ。アチェ地域でも約 12万人の犠牲者，行方不明
者数も約 13万人という 25万人規模の被害者を出すことになった。そこで，当時のユドヨノ大統領は
結局同地域で国際社会からの全面的な支援受け入れを表明したのであった。
筆者が所属していたNGOも現地を訪問した。軍などの弾圧の心配もあり，場合によっては深夜での面談も
あったが，その中で紛争予防NGOの私たちに対する強い要望として，日本でのアチェ和平支援の会合を求め
られたのだ。困難な要請を受けた私たちの使命感を天児教授は真摯に受け入れてくれた。アチェ紛争に関わる
インドネシアの人権弁護士，GAMマレーシア代表，紛争予防に従事するNGO関係者，インドネシア政府関係
者，さらには日本政府からも参加するという，まさに同紛争のステークホルダーすべてが早稲田に集合したのだ。
もちろん，アチェ市民和平会合に関わるほとんどの経費は天児教授が獲得していた助成金で対応し
てくれた。2005年 8月に和平が実現したその翌月の開催という世界的にも注目された会合であった。
アチェの人々，和平のために尽力してきたNGOからも大変感謝された。言うまでもなく，この会合の
実現は天児教授の強い信念と熱意がなければ実現しなかったし，何よりも「小さな第一歩でも力を合
わせ継続していけば大きな夢を自分たちに近づけることはできる」のだという考え方に収斂されよう。
天児教授と筆者との共通したエピソードを紹介したが，私が存じ上げている天児教授にはいくつも
の挑戦的な試みがある。また，私がいつも天児教授に敬意をいただくのは，「基層」（グラスルーツ）
を重視していることだ。それは AHC設立に繋がるが，天児教授の研究業績にはその視点が垣間見ら
れる。中国研究と向き合い，現実主義の重要性を理解する一方で，国民国家を構成する草の根の人々，
無辜の人々の日常生活を絶えず思いやる視点を重視する。筆者が関わる市民社会運動に共鳴し，ア
チェ市民和平会合への強い支援を受け入れたことが証左であろう。
天児教授には『日本の国際主義―20世紀史への問い』（1995年，国際書院）というグランドテー
マを扱った著書がある。その中の文章を紹介して本稿を終えたい。「人類は常に新たな環境と課題に
現実的に直面しつつ，それを乗り越えるための思想的・実践的な模索と格闘を続けることを強いられ
ている」。「人類」を「天児」に変えると，天児教授の人生の軌跡が読み取れるはずである。今後のご
健勝と益々のご活躍をお祈りする次第である。
